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学位論文審査結果の要旨
木村剛君の学位論文について、上記５名の審査委員による査読の後、平成１７年２月７曰に口頭発表が行
われた｡同曰に審査会を開き、以下の理由で彼の論文は博士（理学）の学位に値すると判定した。
最近のニュートリノの実験結果は、ニュートリノの質量が有限であるばかりではなく、３種類のニュート
リノがほとんどmaximalに混合しているとを示している。しかし、素粒子の標準理論の枠組みでは、ニュー
トリノに質量を与えることができないし、なぜmaximalに混合しているのかも理解できない。ニュートリ
ノのmaximal混合は、背後に対称性の存在を暗示している。近年との背後にある対称性に関して色々提案
がなされている。置換群S3は、最も小さい非可換群で、最近この置換対称性をもとに標準理論を拡張する
提案がなされた｡木村君はS3対称`性とニユートリノ混合の関係について研究を行った。これまでの研究では、
Higgs場の真空期待値に関してある仮定がなされていたが、木村君はこの仮定を除いて包括的な調査を行っ
た。その結果、これまでに知られていなかった、新しいS3対称性とニユートリノ混合の関係を見つけるこ
とができた。この結果は、素粒子の統一理論にも拡張することができ、今後の発展に大きな影響を与えるも
であると期待できる。以上の点から委員会は本論文が学位論文として値すると結論した。
尚、論文審査の段階で、当初提出された論文には研究の目的、方法、概要、結果と結果についての考察が
十分に書かれておらず､本論文が博士の学位論文に値する十分な内容を含んでいないと判断した。そのため、
公聴会までに、論文を博士の学位論文に催する十分な内容を持ったものにするよう求めた。最終審査を受け
た学位論文は、再提出されたものであるということを付け加えておく。
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